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1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 語のネットワーク解析手法を用いた文書の包括的一貫性の評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

7. 研究代表者

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
コバヤシ　ユウタ

小林　雄太
特別研究員(DC2
)

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

【研究の目的】本研究の目的は統計的機械学習による，一貫性等の文書評価・意味解析に関するモデル・指標の確立である．また，論
文検索や文書分類といった文書評価に活用可能なソフトウェアの開発に取り組む．本研究で行う課題は大きく分けて以下の３項目であ
った．
(1)言語依存性の研究：特定言語の文書データに関するグラフ・ベクトルを生成し，グラフ指標等の有効性の検証を行う．
(2)特定の文書分野に関する研究：論文や書籍等の文書データにおいて，文書からグラフやベクトルを生成し，文書分類や意味解析に
有用な指標の調査を行う．
(3) ランダム化された文書に関する研究：語をランダムシャッフルした文書において，グラフ指標等の変化と文書評価タスクに有効か
を明らかにする．
27年度は主に(1),(3)について研究を進め，(2)に関しても一部実施した．
(1)：データの充実した英語・日本語の文書を対象に，文書から生成した語や文等のグラフ・ベクトルの解析・評価を行った．その結
果，データ量が不足している場合グラフが疎になるため，指標が有用に機能しない問題が確認された．このため，研究対象をデータ量
の最も充実した英語に決定した．また，研究方式を見直し，豊富な外部リソースを使用した意味解析を行う前段階として，最新のニュ
ーラルネットワークをベースとする意味解析モデルの検討を行った．この解析モデルには語の分散表現（ベクトル）が必要なため，語
やグラフの分散表現に関する解析を追加で行った．(2)：研究対象として適切な文書データセットの検討を行い，論理的な文書構造を
持つ論文データセットについて，自然言語処理分野の論文データセット(ACL Anthology)の準備を行った．(3)：(1)で検討した語の分
散表現が，実質的にランダム化された文書を考慮しているものであることから，(1)の分散表現に関する研究の一要素として統合する
こととした．

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（3）やや遅れている。

データセットとの兼ね合いから従来のグラフ指標の活用が難しく，本質的にグラフ指標と類似した分散表現へと方針の修正を行ったこ
とから，追加の解析が必要となったため．

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

意味解析 リンク解析

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策

平成27年度は英語を対象言語として決定した．
また，研究方針を従来のグラフ指標から，グラフ指標を考慮した分散表現に関する研究へと方針の修正を行った．
このため，平成28年度は下記の項目について取り組む予定である．
(a) 分散表現に関する研究
(b) 分散表現を利用した応用タスクに関する研究

（今後の推進方策）

    （２／４）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
（課題番号： 15J10839 ）
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13.研究発表（平成２７年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（０）件／うち査読付論文　計（０）件／うち国際共著論文　計（０）件／うちオープンアクセス　計（０）件

〔学会発表〕　計（０）件／うち招待講演　計（０）件／うち国際学会　計（０）件

〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

産業財産権の名称 発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号権利者

出　版　社著　者　名

書　　名 発行年 総ページ数

発　表　場　所発表年月日学　会　等　名

オープンアクセス

発　　表　　標　　題発　表　者　名

論　　文　　標　　題著　者　名

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

雑　　誌　　名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁 国際共著

（課題番号： 15J10839 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）
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〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：－

17.備考

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

国内・外国の別

出願年月日

取得年月日産業財産権の種類、番号産業財産権の名称 権利者発明者

（課題番号： 15J10839 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／4）


